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①要約： 

このアイデアは、電子カルテの作成を簡単にするために機械翻訳を利用するというもので

す。しかし、専門用語や症状の表現を正確に伝えるのは難しく、誤解を招くこともありま

す。そこで、このアイデアでは機械翻訳を使って患者の情報を入力する際に言語を選択

し、対話内容を自動的に翻訳して登録することで、情報の正確性と効率性を向上させるこ

とを目指しています。 

 

②目的: 

このアイデアの目的は、患者と医療従事者のコミュニケーションを円滑化し、電子カルテ

の作成を容易にすることです。言語の壁や翻訳の誤りによる情報の欠落や誤解を解消し、

正確で迅速なカルテの作成を実現することで、医療の品質向上と効率化を図ります。 

 

③新規性: 

このアイデアは、患者の情報を翻訳して自動的に電子カルテに入力するという手法を取っ

ています。これにより、従来の手動での翻訳や入力作業に比べて時間とリソースを節約す

ることができます。また、機械翻訳技術の進歩により、医療従事者が患者とのコミュニケ

ーションにおいてより正確に情報を伝えることが可能となります。特に多言語でのコミュ

ニケーションにおけるニーズへの対応という点で新規性があります。 

 

④独自性: 

このアイデアの独自性は、機械翻訳を医療機関の電子カルテシステムに統合する点にあり

ます。従来の電子カルテシステムには翻訳機能がなく、医療従事者が手動で翻訳や入力を

行う必要がありました。しかし、このアイデアでは機械翻訳を使って自動的に対話内容を

翻訳し、正確な情報を電子カルテに取り込むことが可能となります。 

 

⑤経済価値: 

このアイデアは、医療機関におけるコミュニケーションの効率化と品質向上に貢献するこ

とで経済的な価値を提供します。医療従事者はより正確な情報を電子カルテに入力するた

め、治療方針や処方箋の誤りを減らし、患者の安全性と満足度を高めることができます。

また、翻訳や入力作業の時間と手間を削減することで、医療機関の生産性を向上させるこ

とも期待できます。さらに、将来的には多言語対応が求められる他の産業にも展開する可

能性があり、市場において競争力を持つことができるでしょう。 


